
 

 

歯と口の健康を守りましょう 

今年度の歯科検診は、全学年で終了しました。 

治療が必要な場合は早めに受診し、報告書の提出をお願いいたします。 

“よく噛むこと”が大切です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月号 

登米総合産業高校 

保健室 
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一口ごとに 

30回 噛むことが

理想的です 
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・消化や吸収を助ける 

・歯周病や虫歯を予防する 

・滑舌や発声を良くする 

・味覚を発達させる 

※健康教室６月号よりダウンロードしたものです。 

 



 

５月の保健室来室状況 

 

梅雨の体調管理について 

 梅雨の時期は、天気が変動しやすく、体調を崩しやすくなります。偏頭痛持ちの人は、低気圧によっても

体調を崩しやすいのではないでしょうか。 

 自分自身の日頃の生活を見直すことで、体調管理に役立てましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食中毒に気を付けましょう 

 食中毒を引き起こす細菌は、室温（約 20℃）で活発に増殖しやすく、湿気を好むため、梅雨の時期から夏

にかけて細菌性食中毒が流行します。食中毒予防の３つの原則を意識して、食中毒の発生を予防しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １年 ２年 ３年 全校 

男 女 男 女 男 女 男 女 計 

内科 13 7 19 31 33 5 65 43 108 

外科 6 1 6 17 25 8 37 26 63 

相談 0 1 3 23 4 1 7 25 32 

計 19 9 28 71 62 14 109 94 203 

 

増やさない やっつける 

 

 

 

 

 

手洗い 

調理器具や

食器の殺菌 

低温保存 

早めに

食べる 加熱処理 

つけない 

梅雨の時期は･･･ 

・寒暖差がある ・日照不足 

・気圧が低い  ・湿度が高い 

・頭痛 ・食欲低下 

・疲れ、だるさ 

・集中力低下   などの症状が出現 

 

 

〈予防法〉 

・規則正しい生活を送る・・・自律神経を整えるため、規則的な生活を送る必要があります。 

・服装で調節する・・・・・・・・・寒暖差がある時は、上着などを持ち歩くようにすると便利です。 

・冷たい飲食物は避ける・・・胃腸を冷やすと体調が悪化するため、温かいものがおすすめです。 
 


